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 国
民
健
康
保
険
税
の
決
め
方
 

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
一
般

会
計
と
は
別
に
特
別
会
計
で
運
営
し

て
い
ま
す
。国
民
健
康
保
険
税（
国
保

税
）は
、病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の

医
療
費
や
保
険
事
業
、出
産
一
時
金
、
 

葬
祭
費
等
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
 

か
ら
納
入
し
て
い
た
だ
く
国
保
税
の
 

必
要
な
総
額
は
、
そ
の
年
に
見
込
ま
 

れ
る
医
療
費
な
ど
の
支
出
総
額
か
ら
、
 

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
庫
支
出
 

金
や
県
支
出
金
の
ほ
か
、
町
の
一
般
 

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
差
し
引
 

い
た
額
と
な
り
ま
す
。
国
保
税
の
増
 

減
に
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
の
動
向
 

が
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
 

  医
療
費
の
動
向
 

　
平
成
　
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の

保
険
給
付
費
（
国
保
特
別
会
計
か
ら

医
療
機
関
等
に
支
払
っ
た
費
用
）
は
、
 

前
年
度
に
比
較
し
て
約
４
　
６
８
９

万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
一
般
的
に
医
療
費
が
増
加
す
る
要
 

因
と
し
て
は
、
 

①
高
齢
社
会
と
な
り
、
病
気
に
な
り
 

　
が
ち
な
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
て
 

　
い
る
こ
と
 

②
医
療
の
進
歩
・
高
度
化
に
よ
り
診
 

　
療
に
か
か
る
費
用
が
増
え
て
い
る
 

　
こ
と
 

③
生
活
習
慣
病
な
ど
の
長
期
治
療
を
 

　
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
 

　
と
 

④
一
つ
の
病
気
で
何
度
も
病
院
を
変
 

　
え
る
「
多
受
診
」
の
方
が
増
え
て
 

　
い
る
こ
と
 

⑤
疾
病
の
早
期
段
階
で
受
診
せ
ず
に
、
 

　
重
症
化
し
て
か
ら
受
診
す
る
こ
と
 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
医
療
費
が
減
少
す
れ
ば
、
結
果
的
 

に
皆
さ
ん
の
税
負
担
も
減
少
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

      今
年
度
か
ら
国
保
税
の
 

　
　
算
定
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
 

　
国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
本
 

年
度
の
国
保
税
の
算
定
方
法
が
変
わ
 

り
ま
し
た
。
次
の
３
点
が
主
な
変
更

点
で
す
。
 

 ①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
 

　
　
歳
以
上
の
方
が
、
後
期
高
齢
者
 

　
医
療
制
度
に
移
行
し
ま
し
た
 

　
　
 

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
 

　
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
　
歳
以
上
 

　
で
国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し
 

　
た
た
め
、
国
保
の
加
入
者
数
が
約
 

　
３
割
減
少
し
ま
し
た
。
 

　
　
こ
の
減
少
し
た
方
々
は
、
低
所
 

　
得
者
層
の
方
が
多
い
た
め
、
加
入
 

　
者
一
人
当
り
税
額
が
高
く
な
り
ま
 

　
し
た
。
 

 ②
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
が
 

　
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
 

 　
　
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
年
齢
 

　
が
　
歳
か
ら
　
歳
に
引
き
下
げ
ら
 

　
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
国
 

　
保
税
の
税
率
を
計
算
す
る
際
に
対
 

　
象
外
で
あ
っ
た
　
歳
〜
　
歳
の
退
 

　
職
者
医
療
該
当
者
の
医
療
費
も
対
 

　
象
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
 

　
医
療
費
の
総
額
が
退
職
者
の
分
だ
 

　
け
増
加
し
、
税
負
担
も
高
く
な
り
 

　
ま
し
た
。
 

 ③
国
保
税
の
課
税
区
分
に
「
後
期
高
 

　
齢
者
支
援
分
」
が
加
わ
り
ま
し
た
 

　
 

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運
営
 

　
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
０
歳
 

　
か
ら
　
歳
ま
で
の
方
が
支
援
金
を
 

　
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
　
支
援
金
分
が
追
加
さ
れ
、
今
ま
 

　
で
の
医
療
分
・
介
護
納
付
金
分（
 

　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
）
と
合
わ
せ
て
、
 

　
３
項
目
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
 

　
に
な
り
ま
し
た
。
 

 　
以
上
の
よ
う
な
改
正
な
ど
に
よ
り
、
 

今
年
度
の
国
保
税
率
（
額
）
は
表
１
 

（
次
頁
）
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

今年度の国保税額が決まりました 

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
 

国
保
税
の
算
定
方
法
も
変
わ
り
ま
す
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医療分 

６．２４％ 

（７．１５％） 

２３．６８％ 

（２９．３５％） 

２２，５００円 

（２１，５００円） 

１９，２００円 

（１８，６００円） 

 

所得割 

 

資産割 

 

均等割 

 

平等割 

後期高齢者支援分 

２．１４％ 

－ 

８．００％ 

－ 

７，７００円 

－ 

６，４００円 

－ 

介護保険分 

１．１８％ 

（０．８１％） 

６．５４％ 

（６．１６％） 

６，８００円 

（５，２００円） 

３，８００円 

（３，１００円） 

（１人あたり） 
 

４０，０００円 

（所得に応じて計算） 
 

賦課対象額×７．４５％ 

４，８１８万円を減 
税財源として繰り入 
れしたことにより 

表１ 

本来負担しなけ 
ればならない額 
（１人あたり） 

７４，４７１円 

減税財源繰入後 
の額 
（１人あたり） 

５５，７２３円 

１８，６９８円 
の減税 

表２ 

※（　）書きは平成１９年度の税率 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ
 

 町
独
自
の
減
税
施
策
と
し
て
 

 
 
 
４
　
８
１
８
万
円
を
投
入
 

　
町
で
は
、
昭
和
　
年
以
降
、
国
保
 

財
政
の
安
定
し
た
財
政
運
営
を
図
る
 

た
め
、「
国
保
財
政
５
ヵ
年
計
画
」
を
 

策
定
し
、
現
在
は
第
３
期
５
ヵ
年
計
 

画
に
基
づ
き
、
国
保
給
付
費
支
払
準

備
基
金
か
ら
、
毎
年
２
　
０
０
０
万

円
を
国
保
税
の
減
税
財
源
と
し
て
繰

り
入
れ
、
国
保
加
入
者
の
負
担
軽
減

を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
今
年
度
は
平
成
　
年
度
の
 

繰
越
金
の
う
ち
、
２
　
０
０
０
万
円
 

と
、
今
年
度
か
ら
医
療
保
険
者
に
義
 

務
付
け
ら
れ
た
「
特
定
健
診
・
特
定
 

保
健
指
導
」
に
要
す
る
費
用
８
１
８
 

万
円
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
し
、

合
計
『
４
　
８
１
８
万
円
』
を
国
保

税
の
減
税
財
源
に
充
て
る
こ
と
に
し
 

ま
し
た
。
 

　
こ
の
４
　
８
１
８
万
円
を
国
保
一
 

般
被
保
険
者
２
　
７
３
１
人
の
減
税
 

財
源
と
す
る
こ
と
で
、
本
来
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
税
額
よ
り
一
人
 

あ
た
り
で
１
８
　
６
９
８
円
、
一
世
 

帯
あ
た
り
で
３
４
　
８
０
９
円
が
減

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
表
 

２
）
 

 国
保
は
み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
 

　
国
保
税
は
、
医
療
費
の
状
況
な
ど
 

に
よ
り
必
要
と
な
る
税
額
が
変
わ
る
 

こ
と
か
ら
、
そ
の
年
の
状
況
に
応
じ
 

て
税
額
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
の
で
、
病
気
を
未
然
に
予
防
す
れ

ば
、
そ
の
分
み
な
さ
ん
の
税
負
担
が
 

減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
食
生
活
の
改
善
や
検
診
の
 

受
診
な
ど
に
よ
り
一
層
の
予
防
医
療
 

に
努
め
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
 

み
ん
な
で
医
療
費
を
減
ら
し
て
い
き
 

ま
し
ょ
う
。
 

     平
成
　
年
度
保
険
料
に
つ
い
て
 

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
　
歳
以
上

の
方
と
　
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
方
が
加
入
す
る
新
し
い
医
療

保
険
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
に
加
入

す
る
と
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た
国

保
や
社
保
か
ら
、
独
立
し
た
医
療
保

険
制
度
と
な
り
、
保
険
料
を
個
人
ご

と
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
な
り
ま

す
。
　
 

　
ま
た
、
保
険
者
は
、
県
内
す
べ
て

の
市
町
村
が
加
入
す
る
福
島
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
運
営
を
行

い
、
町
は
窓
口
業
務
と
保
険
料
の
納

入
に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
。
 

　
今
般
、
広
域
連
合
よ
り
保
険
料
額
 

の
決
定
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
そ
の
 

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

  保
険
料
の
算
定
方
法
 

　
保
険
料
は
「
均
等
割
」
と
「
所
得
 

割
」
を
合
計
し
、
個
人
ご
と
に
計
算
 

さ
れ
ま
す
。
（
右
下
図
参
照
）
 

 ◆
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
に
は
、
加
 

　
入
者
と
世
帯
主
の
所
得
に
応
じ
て
 

　
均
等
割
（
４
万
円
）
が
軽
減
さ
れ
 

　
ま
す
 

                           ◆
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
 

　
は
　
年
度
の
保
険
料
は
、
２
　
０
 

　
０
０
円
と
な
り
ま
す
 

  保
険
料
の
納
め
方
 

　
保
険
料
は
、
原
則
年
金
か
ら
天
引
 

き
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
年
金
額
が
年
 

額
　
万
円
未
満
の
方
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
を
合
わ

せ
た
額
が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
方
に
つ
い
て
は
、
納
付
書
に

よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。
 

  経
過
措
置
に
つ
い
て
 

　
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
様
々
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
年
度
は
次
の
よ
う
な
内
容
に

つ
い
て
改
正
が
さ
れ
ま
す
。
 

●
均
等
割
額
７
割
軽
減
を
拡
大
し
、
 

　
８
　
５
割
軽
減
と
し
ま
す
 

●
所
得
金
額
が
　
万
円
以
下
の
場
合
、
 

　
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
 

●
年
金
か
ら
の
保
険
料
徴
収
に
つ
い
 

　
て
は
、
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
 

　
に
よ
る
納
付
に
変
更
す
る
こ
と
が
 

　
で
き
ま
す
（
基
準
を
満
た
し
て
い
 

　
る
方
の
み
）
 

　
 

　
保
険
料
は
所
得
に
よ
っ
て
個
人
ご
 

と
に
違
い
ま
す
。
　
年
度
の
保
険
料
 

の
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
入
 

通
知
書
」
は
、
８
月
中
旬
に
送
付
す
 

る
予
定
で
す
。
 

　
ま
た
、
改
正
の
詳
し
い
内
容
等
に
 

つ
い
て
は
今
後
チ
ラ
シ
や
ケ
ー
ブ
ル
 

テ
レ
ビ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
 

45

20
20

75

65

20

18
20

58

.

,

20

,

,

,

63

19
,

,

,

,

,
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 ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）
の
 

　
　
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
 

  　
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
 

と
を
応
援
し
た
い
、
あ
る
い
は
自
 

分
が
応
援
す
る
地
域
に
貢
献
し
た
 

い
と
い
う
方
々
の
思
い
を
「
寄
附

金
」
と
い
う
形
で
、
応
援
す
る
自
 

治
体
に
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。
 

　
寄
附
を
行
っ
た
場
合
、
申
告
に
 

よ
り
個
人
住
民
税
（
所
得
割
）
と
 

所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
し
く
み
で

す
。
 

　
ど
な
た
で
も
寄
附
で
き
ま
す
が
、
 

軽
減
額
は
課
税
額
や
寄
附
金
額
に
 

よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。
 

　
本
町
の
出
身
者
、
本
町
を
応
援
 

し
た
い
と
い
う
方
々
の
寄
附
に
よ
 

る
応
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

  【
本
町
で
の
取
扱
い
】
 

◎
名
称
 

　
西
会
津
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
 

◎
寄
附
金
の
活
用
方
法
 

　
寄
附
さ
れ
る
際
に
、
次
の
中
か
ら
 

指
定
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
①
子
育
て
応
援
事
業
 

　
②
地
域
活
性
化
応
援
事
業
 

　
③
健
康
づ
く
り
応
援
事
業
 

　
④
自
然
環
境
保
全
応
援
事
業
 

　
⑤
活
用
方
法
を
特
に
指
定
し
な
い
 

◆寄附の申込みと納付 
 
①現金で納付する場合（直接持参又 
　は現金書留利用）

 
　寄附者の氏名や連絡先・寄附の額や 
目的、氏名公表の希望の有無等を記載 
した申込書（町役場に請求いただくか、 
町ホームページよりダウンロードして 
利用ください）を添えて寄附をしてく 
ださい。 
※郵送料等は寄附される方の負担にな 
　ります。 
 
②指定（収納代理）金融機関又は郵 
　便局から納入する場合

 
　事前に申込書を提出ください。振込 
用納付書を送付します。 
※手数料の負担はありません。 
 
 ◆税の控除と手続き

 
　ふるさと納税（寄附）した場合は、 
税務署に確定申告又は住所地の市町村 
に、その領収（証明）書を添え申告し 
てください。 
　翌年度の住民税所得割額の１０％を 
限度として５，０００円を超える部分 
が控除されます。 
　また、確定申告でその年の所得税に 
ついても控除されます。 
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新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

来
年
　
月
よ
り
町
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が
開
始
さ
れ
ま
す
 

10　税証明などの交付請求の際に本人確認を行っています 
 
　個人情報を保護し、なりすましによる不正な証明書取 
得を防止するための本人確認ですので皆さんのご協力を 
お願いします。 
 
◎窓口に持参していただく本人確認書類 
　　運転免許証・住民基本台帳カード・パスポート・外 
　国人登録証明書・健康保険証・介護保険被保険者証・ 
　後期高齢者医療被保険者証・各種障害者手帳・学生証・ 
　年金証書など 
◎本人確認を行う証明書等 
　　所得証明、課税証明、納税証明、固定資産証明書、 
　固定資産評価額証明、土地・家屋名寄帳、その他の証 
　明（閲覧する場合も本人確認を行います。） 
 
　同居されていない親族や代理人の方が、委任状によっ 
て証明書等を申請される場合には委任された方の本人確 
認を行います。 
　本人確認の証明書の提示がない場合は、税証明書の交 
付や閲覧ができない場合もありますので注意してくださ 
い。 
　郵便請求される際にも、本人確認書類のコピーを同封 
してください。 
　申請書・委任状には住所等は略称や通称でなく、正し 
い記載をしてください。 
 
　毎週火曜日・木曜日は午後７時まで税等証明の延長窓 
口を開設しています。なお、この延長窓口で交付できる 
証明書類は限られておりますので、あらかじめご確認の 
うえご利用ください。 
 
【問い合わせ先】総務税政課税政係　　４５－２２１２ 

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
 

会
長
に
齋
藤
太
喜
男
さ
ん
 

同
職
務
代
理
者
に
齋
藤
衛
さ
ん
 

    ◎
対
象
者
 

　
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
老
 

齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
　
歳

以
上
の
方
 

※
老
齢
年
金
等
の
収
入
だ
け
し
か
な
 

　
く
、
そ
の
額
が
１
４
８
万
円
以
下
 

　
の
場
合
に
は
個
人
住
民
税
は
課
税
 

　
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
天
引
き
対
 

　
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

 ◎
対
象
税
額
 

　
原
則
と
し
て
、
公
的
年
金
所
得
に
 

    対
す
る
個
人
住
民
税
の
所
得
割
額
及
 

び
均
等
割
額
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
 

 ◎
徴
収
時
期
 

　
平
成
　
年
　
月
か
ら
、
年
金
の
各

支
払
い
（
通
常
年
６
回
）
の
際
に
天

引
き
に
な
り
ま
す
。
 

 　
な
お
、来
年
度
か
ら
特
別
徴
収（
天
 

引
き
）
に
該
当
と
な
る
方
に
は
、
そ
 

れ
ぞ
れ
個
別
に
天
引
き
前
に
通
知
を
 

し
ま
す
。
 

 そ
の
他
の
税
制
改
正
 

◆
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
 

　
の
軽
減
税
率
の
廃
止
な
ど
、
証
券
 

　
税
制
の
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
 

◆
公
益
法
人
制
度
の
改
正
に
伴
っ
て
、
 

　
社
団
法
人
と
財
団
法
人
が
そ
れ
ぞ
 

　
れ「
公
益
法
人
」と「
一
般
法
人
」
 

　
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
法
 

　
人
町
民
税
及
び
固
定
資
産
税
に
お
 

　
い
て
税
の
軽
減
等
の
取
扱
い
が
明
 

　
確
に
な
り
ま
し
た
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

       　
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
選
 

挙
が
７
月
１
日
に
告
示
さ
れ
、
第
一
 

選
挙
区（
定
数
７
名
）、
第
二
選
挙
区
 

（
定
数
９
名
）
と
も
に
立
候
補
者
が
 

定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投
 

票
で
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

 　
　
　
　
　
 

◆
第
一
選
挙
区
（
野
沢
・
尾
野
本
）
 

齋
　
藤
　
太
喜
男
（
　
）
上
小
島
 

齋
　
藤
　
　
　
實
（
　
）
安
　
座
 

齋
　
藤
　
　
　
衛
（
　
）
山
　
口
 

長
谷
川
　
昭
　
郎
（
　
）
森
　
野
 

岩
　
城
　
宗
　
吉
（
　
）
９
町
内
２
 

橋
谷
田
　
　
　
淳
（
　
）
２
町
内
 

  ◆
第
二
選
挙
区
（
群
岡
・
新
郷
・
奥
川
）
 

江
　
川
　
新
　
壽
（
　
）
上
野
尻
 

矢
　
部
　
榮
　
一
（
　
）
中
ノ
沢
 

白
　
井
　
　
　
守
（
　
）
白
　
坂
 

武
　
藤
　
昭
　
雄
（
　
）
新
　
町
 

會
　
澤
　
　
　
真
（
　
）
漆
　
窪
 

佐
　
藤
　
忠
　
正
（
　
）
下
野
尻
 

武
　
藤
　
裕
　
悦
（
　
）
井
　
谷
 

結
　
城
　
和
　
夫
（
　
）
小
綱
木
 

　
　
　
　
　
〔
届
出
順
・
敬
称
略
〕
 

        農
業
団
体
・
土
地
改
良
区
・
 

　
町
議
会
推
薦
の
委
員
も
決
定
 

　
選
挙
で
決
ま
っ
た
　
名
の
委
員
の

ほ
か
、
農
業
協
同
組
合
と
農
業
共
済

組
合
、
土
地
改
良
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

推
薦
さ
れ
た
理
事
各
１
名
と
町
議
会

が
推
薦
し
た
４
名
の
方
も
決
ま
り
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
７
月
　
日
に
行
わ
れ
た
第
 

１
回
総
会
に
お
い
て
、
委
員
の
互
選
 

に
よ
り
、
会
長
に
齋
藤
太
喜
男
さ
ん
、
 

同
職
務
代
理
者
に
齋
藤
衛
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
 

 ◆
団
体
推
薦
 

○
会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
合
 

五
十
嵐
　
政
　
夫
（
　
）
宮
　
野
 

○
会
津
農
業
共
済
組
合
 

橋
谷
田
　
文
　
男
（
　
）
山
　
浦
 

○
土
地
改
良
区
 

新
　
澤
　
豊
　
二
（
　
）
戸
　
中
 

◆
町
議
会
推
薦
 

江
　
川
　
誠
　
作
（
　
）
　
牧
 

佐
　
藤
　
正
　
光
（
　
）
下
小
島
 

武
　
藤
　
喜
　
平
（
　
）
柴
　
崎
 

佐
　
藤
　
正
　
男
（
　
）
向
　
原
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

65

21

10

45

71

14

22

70656846476154

71676772346260677155685358
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両親が肥満の場合 

子どもの８０％が肥満に 

母親が肥満の場合 

子どもの６０％が肥満に 

父親が肥満の場合 

子どもの４０％が肥満に 

女子 

60

50

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

40

30kg

20

10

0

22.7 23.8
28.6 31.8

36.9

44.2 45.6
48.9

54.1

21 23.5 26.6
30

34.3
39.1

44.1
47.6

50.3

22.7 23.8
28.6 31.8

36.9

44.2 45.6
48.9

54.1

21 23.5 26.6
30

34.3
39.1

44.1
47.6

50.3

男子 

60

50

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3

40

30kg

20

10

0

22.6
25.3

29.3 31.4
35.5

40.7
46.1

52 54.8

21.5
24.2

27.4
30.7

34.4
38.7

44.5
49.6

54.7

22.6
25.3

29.3 31.4
35.5

40.7
46.1

52 54.8

21.5
24.2

27.4
30.7

34.4
38.7

44.5
49.6

54.7

体重の全国平均との比較（学年別） 

町体重 

全国（H19） 

子どものうちからよい生活習慣を身につけよう 

 子
ど
も
の
太
り
や
す
い
生
活
習
慣
を
 

　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
 

                  　
い
く
つ
当
て
は
ま
り
ま
し
た
か
？
い
ず
れ
も
 

肥
満
と
関
係
の
深
い
生
活
習
慣
で
す
。
 

 　
肥
満
を
予
防
・
解
消
 

す
る
た
め
に
は
、
子
ど
 

も
と
親
が
一
緒
に
食
事
 

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
 

運
動
を
し
た
り
す
る
こ
 

と
が
重
要
で
す
。
子
ど
 

も
の
う
ち
に
バ
ラ
ン
ス
 

の
と
れ
た
食
事
と
運
動
 

習
慣
を
身
に
つ
け
、
生
 

活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
 

し
ょ
う
！
 

 子
ど
も
の
体
の
状
況
を
 

　
　
　
き
ち
ん
と
把
握
し
ま
し
ょ
う
 

　
小
学
生
以
降
の
肥
満
は
、
成
人
肥
満
に
つ
な
 

が
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
子
ど
 

も
自
身
も
肥
満
予
防
の
重
要
性
を
理
解
で
き
る
 

よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
保
護
者
が
子
ど
も
 

と
一
緒
に
身
長
や
体
重
の
増
え
を
確
認
し
、
食
 

事
や
運
動
習
慣
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
 

で
す
。
 

         親
が
肥
満
だ
と
 

　
　
　
　
　
子
ど
も
も
太
り
や
す
い
 

　
子
ど
も
の
肥
満
は
、
遺
伝
も
関
係
し
ま
す
が
、
 

親
の
生
活
習
慣
も
影
響
し
ま
す
。
家
族
全
体
で
 

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
 

　
最
近
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
話
 

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
中
で
も
肥
 

満
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
う
ち
に
よ
い
 

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
、
早
く
か
ら
肥
満
の
 

予
防
・
解
消
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

  全
国
平
均
を
上
回
る
体
重
 

　
今
年
度
、
町
内
で
行
わ
れ
た
児
童
・
生
徒
の
 

身
体
計
測
の
結
果
を
全
国
平
均
（
Ｈ
　
年
）
と
 

比
べ
た
も
の
が
左
の
グ
ラ
フ
で
す
。
全
国
平
均
 

と
比
べ
、
町
で
は
男
女
と
も
身
長
は
ほ
ぼ
同
じ

な
の
に
対
し
、
体
重
は
平
均
を
上
回
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
 

19
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　７月１０日、交流物産館よりっせでＡＥＤ（自動体 
外式除細動器）引渡式が行われました。 
　この引渡式は、施設利用者や町民の万が一の急変に 
対応するため、町が各公共施設に年次計画でＡＥＤを 
整備するものです。初年度の今回は、西会津中学校・ 
奥川小学校・町振興公社・保健センターの４施設に山 
口町長から引き渡されました。 

　佐藤タケノさん（高目）が、７月１０日に満百歳の 
誕生日を迎え、同日、山口町長から賀寿並びに特別敬 
老祝金の百万円が贈られました。 
　「百歳の挑戦」をスローガンに掲げた平成５年から 
通算で、百歳を迎えられた方はタケノさんで１７人目、 
また、新郷地区の方では初めてとなりました。 
　タケノさんの好物は肉類で、食事は３食残さず食べ 
ているそうです。 
　長寿の秘訣は「規則正しい生活をすること。食事は 
わがままを言わず、全て食べるようにすること。そし 
て、くよくよすることなく、前向きに生活すること」 
だそうです。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
第
　
回
い
い
で
の
集
い
が
、
７
月
　
日
 

か
ら
　
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

　
今
年
の
集
い
に
は
、
県
内
外
か
ら
　
名
 

の
方
が
参
加
し
、
風
雨
や
霧
に
見
舞
わ
れ
 

あ
い
に
く
の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
 

山
の
上
で
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。
 

　
恒
例
と
な
っ
た
い
い
で
の
王
様
と
女
王
 

に
は
、
櫻
井
幸
男
さ
ん
と
裕
子
さ
ん
ご
夫
 

婦
（
い
わ
き
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
遠
方
よ
り
参
加
し
た
方
に
贈
ら
 

れ
る
「
は
る
ば
る
賞
」
に
は
、
静
岡
市
か
 

ら
参
加
し
た
鈴
木
栄
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
 

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
７
月
　
日
、
第
　
回
町
小
学
校
 

水
泳
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
 

各
小
学
校
の
５
、
６
年
生
お
よ
そ
 

１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
真
っ
黒
に
 

日
焼
け
す
る
ほ
ど
練
習
を
積
ん
で
 

き
た
選
手
た
ち
は
、
優
勝
や
自
己
 

ベ
ス
ト
の
記
録
更
新
を
め
ざ
し
、
 

力
強
く
泳
い
で
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
観
客
席
で
は
大
勢
の
保
 

護
者
や
各
学
校
の
児
童
た
ち
が
応
 

援
し
、
会
場
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
 

ク
に
負
け
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
 

せ
て
い
ま
し
た
。
 

24

27

46

46

27

25
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

ウ
ェ
ル
カ
ム（
よ
う
こ
そ
）
 

　
　
　
　
　
ブ
ル
ー
ス
さ
ん
 
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
・
ア
リ
ソ
ン
さ
ん
 

サ
ン
キ
ュ
ウ（
あ
り
が
と
う
）
 

そ
し
て
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク（
さ
よ
う
な
ら
）
 

第
4
期
招
へ
い
芸
術
家
が
入
村
 

ウ
ェ
ル
カ
ム（
よ
う
こ
そ
）
 

　
　
　
　
　
ブ
ル
ー
ス
さ
ん
 　

７
月
　
日
（
水
）
、
町
公
民
館
で
国
際
交
流
 

員
ダ
ニ
エ
ル
・
モ
ラ
レ
ス
さ
ん
、
外
国
語
指
導
 

助
手
ア
リ
ソ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ル
さ
ん
の
送
別
会
 

を
開
催
し
ま
し
た
。
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
３
年
間
、
 

ア
リ
ソ
ン
さ
ん
は
２
年
間
、
小
中
学
生
や
町
民
 

の
皆
さ
ん
の
国
際
交
流
活
動
や
英
語
力
向
上
の
 

た
め
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
送
別
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
お
世
話
に
な
っ
た
 

児
童
生
徒
や
英
会
話
教
室
の
受
講
生
が
集
ま
り
、
 

最
後
ま
で
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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７
月
２
日
（
水
）
、
西
会
津
国
際
芸
術
村
で
第
４
期
招
へ
い
芸
術
家
の
尺
八
・
フ
ル
ー
ト
奏
者
 

ブ
ル
ー
ス
・
ヒ
ュ
ー
バ
ナ
ー
さ
ん
の
歓
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。
町
及
び
芸
術
村
関
係
者
、
そ
し
て
 

新
郷
地
区
の
皆
さ
ん
　
名
が
出
席
し
、
ブ
ル
ー
ス
さ
ん
の
入
村
を
祝
い
ま
し
た
。
 

　
ブ
ル
ー
ス
さ
ん
は
、
あ
い
さ
つ
で
尺
八
の
演
奏
を
披
露
し
、
乾
杯
の
後
は
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
 

で
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
打
ち
解
け
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
小
中
学
校
等
に
出
向
き
児
童
生
徒
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
日
本
在
住
　
年
の
経
験
 

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
音
楽
活
動
と
い
う
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
で
の
芸
術
村
活
動
を
進
め
て
 

い
き
ま
す
。
 

50

25

ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
（
中
央
左
）
 

ア
リ
ソ
ン
さ
ん
（
中
央
右
）
 

　
町
で
は
今
後
も
、
外
国
青
年
を
招
い
て
の
英
 

語
指
導
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
語
学
力
の
向
上
 

と
国
際
化
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
を
進
め
て
 

い
き
ま
す
。
 

ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
・
ア
リ
ソ
ン
さ
ん
 

サ
ン
キ
ュ
ウ（
あ
り
が
と
う
）
 

そ
し
て
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク（
さ
よ
う
な
ら
）
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音は出ましたか？（葉っぱ笛） 

これで、どうだぁー 

 会
津
の
古
道
を
訪
ね
て
 

　
　
　
　
　
　
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催
 

　
６
月
８
日（
日
）、
好
天
の
も
と
、
町
民
ハ
イ
 

キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
安
座
の
 

オ
ト
メ
ユ
リ
群
生
地
を
回
り
、
県
境
の
九
才
坂
 

峠
を
越
え
て
、
新
潟
県
の
土
井
集
落
に
抜
け
る

約
５
㎞
の
コ
ー
ス
で
し
た
。
こ
の
道
は
約
４
０

０
年
前
か
ら
戦
前
ま
で
、
生
活
物
資
の
調
達
な

ど
で
多
く
の
方
が
行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
、
弘
法
大
師
が
９
歳
の
時
に
峠
を
 

越
え
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
会
津
の
古
道
 

の
歴
史
を
学
び
、
ブ
ナ
林
な
ど
森
林
浴
を
満
喫
 

し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。
 

             選
手
も
応
援
団
も
ナ
イ
ス
プ
レ
ー
 

　
７
月
　
日
（
日
）
に
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
 

場
で
、
第
　
回
尾
野
本
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
 

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
猛
暑
の
中
、
気
温
以
 

上
に
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
 

　
選
手
以
外
の
方
か
ら
も
、
大
き
な
声
援
が
飛
 

び
交
い
、
自
治
区
が
一
丸
と
な
っ
て
プ
レ
ー
し
 

て
い
ま
し
た
。
 

﹇
大
会
結
果
﹈
 

　
　
優
　
勝
　
松
尾
チ
ー
ム
 

　
　
第
２
位
　
さ
ゆ
り
が
丘
チ
ー
ム
 

             県
民
ス
ポ
ー
ツ
西
会
津
大
会
の
成
績
 

　
　
　
　
　
　
　
﹇
6
月
　
日
（
日
）
開
催
﹈
 

◆
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

　
優
　
勝
　
群
岡
チ
ー
ム
（
耶
麻
大
会
２
位
）
 

　
第
２
位
　
奥
川
チ
ー
ム
 

◆
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

　
優
　
勝
　
群
岡
チ
ー
ム
（
耶
麻
大
会
２
位
）
 

　
第
２
位
　
野
沢
チ
ー
ム
 

　
第
３
位
　
尾
野
本
チ
ー
ム
 

◆
卓
球
 

　
優
　
勝
　
尾
野
本
チ
ー
ム
（
耶
麻
大
会
優
勝
）
 

　
第
２
位
　
奥
川
チ
ー
ム
 

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

　
優
　
勝
　
奥
川
チ
ー
ム
 

　
第
２
位
　
尾
野
本
チ
ー
ム
 

　
耶
麻
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
３
チ
ー
ム
は
、
 

８
月
３
日
（
日
）
開
催
の
会
津
大
会
に
出
場
し
 

ま
す
。
 

13
19

29

　本町にゆかりのある佐藤敦之選手が、オリンピック 
の花形競技である男子マラソンに出場します。 
　競技当日、町民が集い、高画質・高音質の大画面デジ 
タルテレビを観戦しながら佐藤選手の健闘を願う「大 
応援会」を開催します。皆さんの参加と熱い声援をお 
願いします。 
 
 
　日　時　８月２４日（日）午前８時 
　会　場　①野沢会場「交流物産館よりっせ」 
　　　　　②奥川会場「新町集会所」 
　対象者　どなたでも参加できます。 
　参加費　無料 
　内　容　大画面デジタルテレビによりマラソン競技 
　　　　　を観戦しながら、集まった皆さんで応援し 
　　　　　ます。 
　その他　参加申込は必要ありません。 
　　　　　先着順の入場となります。 
【問い合わせ先】　 
　　西会津町「佐藤敦之君を応援する会」事務局 
　　　　　　　　　　（町公民館）　４５－３２４４ 

　秋の夜長をチャレンジングな企画で満喫してみま 
せんか。成し遂げたときの達成感は最高です。また共 
に汗を流した仲間との夜空を眺めながらの温泉は格 
別です。皆さんの参加を心からお待ちしております。 
★日程及びコース 

　９月６日（土）午後６時ロータスイン集合 

　コース　役場奥川支所　⇒　ロータスイン 
　　　　　　※全長約１６㎞（所要時間約５時間） 
　　　　　　※ロータスインから役場奥川支所まで 
　　　　　　　はマイクロバスで移動します 
　　　　　　※ロータスインでの入浴は午後１１時 
　　　　　　　半から午前１時半までです 
★対　象　者　全行程を完歩する自信のある町民の方 
　　　　　　※高校生以下の方は保護者同伴です 
★参　加　料　５００円（トン汁・ロータスイン入浴 
　　　　　　料として）※当日集金します 
★申込方法　８月２２日（金）までに電話で町公民 
　　　　　　館へ申込みください。 
★そ　の　他　詳しい行程表は申込者に後日配布しま 
　　　　　　す。 
【申込み・問い合わせ先】町公民館　　４５－３２４４ 

く
さ
い
ざ
か
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みんなの広場 みんなの広場 
仲
川
　
　
香
 

　
　
〔
　
町
内
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
斎
藤
と
よ
さ
ん
（
梨
平
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
サ
ウ
ス
バ
ウ
ン
ド
（
奥
田
英
朗
・
角
川
書
店
）』
こ
の
本
は
、
最
 

近
の
若
い
お
父
さ
ん
方
全
員
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。」
 

　
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
過
激
派
の
父
と
そ
の
少
年
、
さ
ら
に
は
そ
の
家
族
の
姿
を
少
年
の
 

目
線
で
描
い
た
作
品
で
す
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 

　
「
父
親
が
少
年
に
、
世
の
中
の
正
義
に
つ
い
て
教
え
よ
う
と
す
る
場
 

面
が
あ
る
の
で
す
が
、
二
世
代
前
く
ら
い
の
考
え
を
も
つ
父
親
と
現
代
 

の
都
会
の
子
ど
も
と
の
感
覚
の
ず
れ
が
、
読
ん
で
い
て
非
常
に
お
も
し
 

ろ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
父
親
だ
け
で
な
く
母
親
ま
で
も
が
、
昔
は
活
 

動
家
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
 

ま
す
。
」
と
の
こ
と
。
 

　
最
後
に
「
最
初
、
手
に
と
っ
た
 

時
は
、厚
い
か
な
と
思
う
け
れ
ど
、
 

物
語
に
リ
ズ
ム
が
あ
り
、
二
転
、
 

三
転
し
て
次
か
ら
次
へ
と
お
も
し
 

ろ
く
読
め
る
一
冊
で
す
。
不
器
用
 

な
生
き
方
し
か
で
き
な
い
父
親
を
 

疎
ま
し
く
思
っ
て
い
た
少
年
が
、
 

い
つ
し
か
尊
敬
で
き
る
よ
う
に
な
 

る
と
こ
ろ
は
、
今
の
お
父
さ
ん
方
 

に
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し
い
で
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　高野　亜希さん（７月号から） 

◆　メッセージ　◆ 

　親子共々、仲良くしてください 

あなたの趣味は？ 
　テレビでスポーツ観戦 
 
あなたの特技は？ 
　すぐ泣けること 
 
熱中していることは？ 
　自分の子どもと同年代の子 
どもたちと話をすること（楽 
しい時間です） 

これからやってみたいことは？ 
　ゴルフ 
 
あなたのモットーは？ 
　なんとかなるさ・悪いとき 
ばかりは続かない 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　超面倒くさがり屋 
 
最近感動したことは？ 
　姪っ子の結婚式で、姉が娘 
（姪）の手をとって入場して 
きた姿 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｈ・Ｓさん（９町内２） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
尊
敬
す
る
姉
と
兄
と
一
緒
に
撮
影
 

　
し
た
写
真
』
　
 

　
「
お
そ
ら
く
姉
の
小
学
校
が
近
い
 

　
　
の
で
、
記
念
に
３
人
で
撮
影
し
 

　
　
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」
 

10
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　町では、平成２１年度職員（高校卒程度） 
採用候補者試験を次のとおり行います。 
 
◆試験職種及び採用予定人員 
　　　一般事務　　若干名 
◆受験資格 
　　　昭和６２年４月２日から平成３年４ 
　　月１日までに生まれた方 
◆１次試験　９月２１日（日） 
　　　　　　場　　所：磐梯町中央公民館 
　　　　　　試験内容：教養試験 
　　　　　　　　　　　一般性格診断検査 
◆２次試験　１１月（予定） 
　　　　　　場　　所：町役場 
　　　　　　試験内容：小論文、面接 
◆申込期限 
　　　８月１５日（金） 
　　　　※郵送による場合は、８月１３日 
　　　　　（水）までの消印のあるものに 
　　　　　限ります。 
◆申込方法 
　　　申込用紙は、町役場で交付しますの 
　　で、必要事項を記入のうえ、総務税政 
　　課まで提出してください。 
 
【問い合わせ先】 
　　総務税政課総務係　　４５－２２１１ 
 

45

45

22

41

5021

15

29

21

58

21

2115

15

                    　
平
成
　
年
度
の
訪
問
介
護
員
（
ホ
 

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）養
成
研
修
事
業（
２
 

級
課
程
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
 

す
。
 

◆
対
象
者
 

　
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
 

　
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
勤
務
し
 

　
て
い
る
方
、
勤
務
す
る
こ
と
が
確
 

　
定
し
て
い
る
方
ま
た
は
勤
務
を
希
 

　
望
し
て
い
る
方
。
 

　
　
な
お
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
 

　
町
外
の
方
も
受
講
可
能
で
す
。
 

◆
定
員
　
　
　
名
 

◆
研
修
期
間
 

　
　
８
月
　
日
か
ら
　
月
　
日
 

               ◆
申
込
方
法
 

　
　
所
定
の
申
込
書
を
健
康
福
祉
課
、
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
、
新
郷
連
絡
所
、
 

　
奥
川
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
申
込
用
紙
は
前
記
４
カ
 

　
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

◆
申
込
期
限
　
　
８
月
　
日
 

◆
受
講
経
費
 

　
　
町
内
者
…
テ
キ
ス
ト
代
 

　
　
　
　
　
　
　
　
６
　
４
６
０
円
 

　
　
町
外
者
…
テ
キ
ス
ト
代
及
び
受
 

　
　
　
　
　
　
講
料
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
 

   　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

で
は
、平
成
　
年
度
の
消
防
吏
員（
高
 

               校
卒
以
上
）
採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
 

◆
採
用
予
定
人
数
　
　
３
名
程
度
 

◆
受
験
資
格
 

　
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
 

　
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
 

　
方
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
校
 

　
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成
　
年
３
 

　
月
に
卒
業
見
込
み
の
方
 

◆
１
次
試
験
日
及
び
試
験
会
場
 

　
　
９
月
　
日
（
日
）
 

　
　
　
　
　
　
磐
梯
町
中
央
公
民
館
 

◆
申
込
期
限
 

　
　
８
月
　
日
（
金
）
 

　
　
※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
　
日
 

　
　
　
ま
で
の
消
印
に
限
り
ま
す
。
 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
 

　
　
　
　
　
　
　
消
防
本
部
総
務
課
 

　
　
　
０
２
４
１
―
　
―
６
２
１
１
 

                 　
福
島
県
警
察
で
は
、
警
察
官
Ｂ
（
大
 

卒
者
以
外
）
採
用
試
験
を
次
の
と
お
 

り
実
施
し
ま
す
。
 

◆
募
集
人
員
 

　
　
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
一
般
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
程
度
 

　
　
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
柔
道
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名
程
度
 

　
　
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
剣
道
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
名
程
度
 

　
　
警
察
官
Ｂ
（
女
性
・
一
般
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
名
程
度
 

◆
受
験
資
格
 

　
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
 

　
３
年
４
月
１
日
ま
で
の
生
ま
れ
の
 

　
方
 

◆
第
１
次
試
験
日
 

　
　
９
月
　
日
（
日
）
 

◆
受
付
期
限
　
　
８
月
　
日
（
金
）
 

◆
申
込
方
法
 

　
　
各
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
で
 

　
交
付
さ
れ
る
受
験
申
込
用
紙
に
必
 

　
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
県
人
事
 

　
委
員
会
に
直
接
持
参
す
る
か
、
簡
 

　
易
書
留
に
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
警
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
 

　
　
　
０
１
２
０
―
２
７
６
３
１
４
 

   　
会
津
信
用
金
庫
で
は
、
地
域
の
発
 

展
に
寄
与
す
る
た
め
、
次
の
活
動
を
 

行
っ
て
い
る
方
ま
た
は
団
体
に
活
動
 

助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

◆
助
成
対
象
 

　
①
地
域
活
性
化
支
援
（
創
業
・
起
 

　
　
業
、
中
心
市
街
活
性
化
等
）
 

　
②
芸
術
・
文
化
支
援
（
史
跡
・
伝
 

　
　
統
文
化
の
保
存
、
継
承
）
 

　
③
ス
ポ
ー
ツ
振
興
 

　
④
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
社
会
 

　
　
福
祉
活
動
及
び
災
害
救
援
 

　
⑤
地
方
公
共
団
体
の
記
念
事
業
等
 

　
　
へ
の
寄
贈
 

　
⑥
そ
の
他
の
地
域
貢
献
活
動
 

◆
募
集
期
間
 

　
　
８
月
　
日
（
金
）
ま
で
 

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
 

先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
信
用
金
庫
西
会
津
支
店
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
０
３
１
 

20

11,

20
20

11

28
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長谷川　辰　美（79）貞　男　　父　　安　座 

山　口　富　造（85）幸　一　　父　　尾　登 

佐　藤　　　豊（79）登美榮　　夫　　楢木平 

五十嵐　義　男（64）アサ子　　子　　中　町 

五十嵐　　　徹（78）　栄　　　父　　小　屋 

人　口　　８，２４７人　　　－　２人 
　男　　　３，９４５人　　　－ ２人 
　女　　　４，３０２人　　　± ０人 
世　帯　　２，９２２世帯　　－ ２世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

高　松　萌々花ちゃん　格・美穂　　　１町内 

石　川　昊　歩ちゃん　早人・百合子　安　座 
こ　う　こ 

も　も　か 

五十嵐　直　行　　萱　本 
長谷川　瑠　美　　縄　沢 
 
目　黒　賢　一　　牛　尾 
古　川　智　恵　　猪苗代町 

◆日時　８月 7日（木） 
　　　　　　27日（水） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

8月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

8月11日（月） 納期限 

○町 県民税第 2 期 
○国民健康保険第2期 
○介護保険料第3期 

9月 1日（月） 納期限 

県立喜多方病院  

き た か た 診療所  

佐藤内科小児科医院 

いとう子どもクリニック 

耳鼻咽喉科鈴木医院 

小 野 病 院  

大 竹 内 科  

福西内科小児科医院 

扇町渡部小児科アレルギー科医院 

入澤泌尿器科内科クリニック 

菅 原 医 院  

有 隣 病 院  

君島内科消化器科クリニック 

増 戸 内 科 医 院  

さとう小児科医院 

石 田 眼 科 医 院  

佐 原 病 院  

くまたクリニック 

くらしげ内科小児科医院 

浜 崎 小 児 科 医院  

佐 瀬 皮 膚 科医院  

0241（22）2181 

0241（23）3611 

0242（27）3786 

0242（27）4601 

0242（28）3387 

0241（22）0414 

0241（22）0241 

0242（26）3666 

0242（25）5515 

0242（38）3711 

0242（83）2311 

0241（24）5021 

0241（24）5800 

0242（25）4876 

0242（24）0830 

0242（27）0858 

0241（22）5321 

0241（28）1233 

0242（39）3550 

0242（27）0951 

0242（33）1122

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

８月２日（第１週）受付時間11時まで 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

西会津町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 

補 生 堂 歯 科 医院  
さ い と う 歯 科  
大 友 歯 科 医 院  
さとう歯科クリニック 
松 崎 歯 科 医 院  
駅 前 佐 藤 歯 科  
金 子 歯 科 医 院  
河 東 歯 科  

0241（45）4188 
0242（29）4618 
0242（84）1688 
0242（22）8148 
0241（27）4802 
0242（24）8387 
0242（56）3988 
0242（75）4899

10 
（日） 

17 
（日） 

24 
（日） 

31 
（日） 

10 
（日） 

17 
（日） 

24 
（日） 

31 
（日） 

　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
▼
今
月
号
の
表
 

紙
の
写
真
の
取
材
で
行
っ
た
保
育
所
の
プ
 

ー
ル
開
き
▼
本
当
に
涼
し
そ
う
で
し
た
▼
 

子
ど
も
た
ち
も
待
ち
に
待
っ
た
プ
ー
ル
開
 

き
で
大
喜
び
▼
本
当
に
楽
し
そ
う
で
し
た
 

▼
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
る
と
、ち
ゃ
め
っ
気
 

た
っ
ぷ
り
の
子
ど
も
た
ち
に
水
を
か
け
ら
 

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
▼
カ
メ
ラ
を
心
配
し
 

つ
つ
も
、自
分
も
プ
ー
ル
に
入
り
た
い
と
思
 

う
ほ
ど
暑
い
日
で
し
た
▼
今
年
の
夏
も
暑
 

そ
う
で
す
▼
涼
を
求
め
、ど
こ
か
に
行
き
た
 

い
な
と
思
う
の
で
す
が
、ガ
ソ
リ
ン
代
が
高
 

い
の
で
、
今
年
の
夏
は
、う
ち
わ
片
手
に
家
 

で
お
と
な
し
く
が
基
本
に
な
り
そ
う
で
す
。
 

編
集
後
記
 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 


